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江戸時代唐船が中国へ持ち帰った日本書籍
―安徽鮑氏『知不足齋叢書』所収の日本刻書
松　浦　　　章
The Chinese Books Printed at Japan were transported by Chinese Ships 
during Edo Era: The Works included in the Zhibuzuzhai Congshu
MATSUURA Akira
　　The exchanges between Japan and China in the Edo period continued with the 
Chinese ships of the Qing Era visiting Nagasaki and having trade from the middle of the 
17th century to the 1860s. Those Chinese ships of the Qing Era carried Chinese goods to 
Japan and Japanese goods were carried to China. There were many books in the cargoes 
brought from China to Japan. Those books were bought and collected by the feudal lords 
of wealth including Tokugawa Shoguns because they were expensive. However, some 
books were brought to China from Nagasaki by the Chinese ships of the Qing Era. It is 
not well known that those books were the Chinese lost books reprinted in Japan.
Regarding the Zhibuzuzhai congshu including the lost books brought to China from Japan 
by the Chinese ships of Qing Era, I’d like to explain what kind of reactions the lost books 
included in the Zhibuzuzhai congshu caused in the academic society of Qing in this 
report, as an essay to reveal how cross-border cultural exchanges across the water were 
promoted.
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はじめに
　江戸時代の日本と中国との交流は、清代中国の帆船が長崎を訪れ貿易を行う形態で17世紀の中葉から
1860年代まで継続されたのであった1）。この清代帆船によって中国の産品である絹織物や砂糖や薬剤な
どが日本にもたらされ、また長崎から日本の銅や海参をはじめとする乾物海産物などの日本産品が中国
へもたらされていたのである2）。
 1） 松浦章『江戸時代唐船による日中文化交流』京都・思文閣出版、2007年10月。
 2） 松浦章『清代海外貿易史の研究』朋友書店、2002年 1 月。
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　中国から日本へもたらされた貨物の中には多くの書籍もあった。しかしこれらは高価であったため、
ほとんどの書籍が、財力のある徳川将軍をはじめとする諸大名などによって購入され収蔵された3）。
　他方もともと中国で書写されたり、出版された書籍が、古い時代に日本に渡り、その後に日本で再出
版された書籍、即ち日本の版木を使った印刷物となった書籍が、清代帆船で中国へ里帰りするという現
象が起こったのである。その契機を作ったのが、乾隆中期に長崎を訪れた汪竹里こと汪鵬であった。汪
鵬は日本を訪れ乾隆二十九年（明和元、1764）重陽の節句の日付で「袖海編」を著し、江戸時代に長崎
に来航した中国人の唯一とも言える日本記を記したのである。汪鵬は長崎貿易では汪竹里の名を使用し
ていたため、同一人物として見られることは稀であったが、長崎には安永元年（乾隆三十七、1772）よ
り同九年まで八年間ほど来航していたことが知られる。その汪鵬が中国に持ち帰った日本で翻刻された
書籍が、少なからず清朝学術界に影響を及ぼした4）。
　汪鵬が長崎から舶載した書籍の一部が『粤雅堂叢書』と並んで清代における叢書の双璧とされ、書物
の選択並びに校訂の正確さそして印刷の美しさにおいて際立っていると言われる『知不足齋叢書』5）に
収録されているのである。
　そこで本稿は、『知不足齋叢書』に収められた日本で印刷された書籍が、清朝学術界にどのような反
響が見られたかについて、『知不足齋叢書』に収録された佚書を中心に述べ、海を越え国境を越えた文
化交流がどのように行われていたかを解明するための一試論としたい。
一　長崎から中国へ輸出された日本刻書
　江戸時代の長崎から清代帆船によって中国へもたらされた日本で出版された書籍にはどのようなもの
があったかを『長崎志續編』の記録からたどってみたい。
　『長崎志續編』巻八、「唐船進港并ニ雜事之部」によれば次の記述をあげることが出来る。
寛政六甲寅年
丑六番船ヨリ和板七經孟子考文補遺壹部買渡ル。6）
享和元辛酉年
酉壹番貳番船ヨリ、佚存叢書前編并ニ後編合八部、手本トシテ船主共一覧ノ上唐國エ積歸ル。7）
文化六己巳年
當年和版、爾雅註疏、易經本義、日本書記、大学解、中庸解、書經古註音義、禮記古註、春秋集
註、公羊傳、穀梁傳、左傳埰大疑録、非徂徠學、論語徴正文、大学章句新疏、古文孝經正文、孝
經大義、日本詩選、詩書古傳、詩經集註、書經集註、易經集註、春秋集註、禮記集註、趙註孟子、
 3） 大庭脩『江戸時代における中国文化受容の研究』同朋舎、1984年 6 月。
 4） 松浦章『江戸時代唐船による日中文化交流』202～216頁。
 5） 百瀬弘「知不足齋叢書」、『アジア歴史事典』第 6巻、平凡社、1960年12月、157頁。
 6） 『長崎文献叢書　第一集・第四巻続長崎實録大成』長崎文献社、1974年11月、196頁。
 7） 『長崎文献叢書　第一集・第四巻続長崎實録大成』200頁
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論語、孟子、論語註疏、古書籍各壹部ヅツ當秋歸帆ノ船ヨリ唐國エ積歸ル。8）
文化七庚午年
當春歸帆ノ船ヨリ、古梅園墨譜一部唐國エ積歸ル。9）
文化八辛未年
當秋出帆唐船ヨリ、和刻東醫寶鑑壹部唐國エ積歸ル。10）
　文化十四丁丑年
當春秋両度歸帆ノ船ヨリ、和刻群書治要都合十三部唐國エ積歸ル。11）
文政元戊寅年
去ル文化十四丁丑年、醫學館開版スル處ノ聖済総録二部、醫學館頼ニヨリ伺ノ上、筒井和泉守被
持越、唐商共ヨリ唐山エ相渡スノ處、當年入津ノ唐船ヨリ、謝儀トシテ竹根細工物等十件持渡リ
シテ、和泉守江府ヘ持歸リ、伺ノ上政府エ相納メ醫學館エ達セラル。12）
　文政六癸未年
當春歸帆午四番劉景筠船ヨリ、和版佚存叢書一之編二部、二、三之編各一部、群書治要二部、論
語集解三部、史記評林、古梅園墨譜後編各一部ヅツ、唐國エ積歸ル。13）
文政七甲申年
當春歸帆午四番劉景筠・朱開折船ヨリ、和版佚存叢書一、二、三之編各一部、群書治要、呂氏春
秋各一部、同七番沈綺和泉・江芸閣船ヨリ、四書集註、史記評林各一部、傷寒論輯義二部、唐國
エ積歸ル。14）
文政八乙酉年
當秋歸帆、四番劉景筠・顔雪帆船ヨリ、和版七經孟子考文補遺、論語徴、群書治要各一部、佚存
叢書一、二、三ノ編各十本、唐國エ積歸ル。15）
天保八丁酉年
當年四月歸帆ノ申三番沈耘穀船ヨリ、和版訂正東醫寶鑑壹部二十五本唐國エ積歸ル。16）
　以上のように、寛政六年（1794）から天保八年（1837）までの40余年の間に、文化十四年（1817）に
醫學館の出版物を中国への持ち帰りを希望した以外は、全て中国船の船主が、日本で出版された書籍を
中国へ持ち帰った。
　この内、同一及び同類の書籍で複数冊を中国船で長崎から中国へ持ち帰られた書籍を一覧にすれは、
 8） 『長崎文献叢書　第一集・第四巻続長崎實録大成』211頁。
 9） 『長崎文献叢書　第一集・第四巻続長崎實録大成』213頁。
10） 『長崎文献叢書　第一集・第四巻続長崎實録大成』214頁。
11） 『長崎文献叢書　第一集・第四巻続長崎實録大成』218頁。
12） 『長崎文献叢書　第一集・第四巻続長崎實録大成』219頁。
13） 『長崎文献叢書　第一集・第四巻続長崎實録大成』225頁。
14） 『長崎文献叢書　第一集・第四巻続長崎實録大成』225頁。
15） 『長崎文献叢書　第一集・第四巻続長崎實録大成』225頁。
16） 『長崎文献叢書　第一集・第四巻続長崎實録大成』249頁。
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次の表 1になる。
表 1　寛政六（1794）到天保八年（1837）唐船舶載帰帆書籍（二部以上）一覧
1801 享和01 酉壹貳番船 佚存叢書前編・後編合八部手本
1823 文政06 午四番船 和版佚存叢書一之編二部、二、三之編各一部、
1824 文政07 未三番船 和版佚存叢書一、二、三之編各一部
1825 文政08 酉四番船 佚存叢書一、二、三ノ編各十本
1809 文化06 和版易經集註17）一部
1809 文化06 和版易經本義一部
1817 文化14 和刻群書治要十三部
1823 文政06 午四番船 群書治要二部
1824 文政07 未三番船 群書治要一部
1825 文政08 酉四番船 群書治要一部
1810 文化07 古梅園墨譜一部
1823 文政06 午四番船 古梅園墨譜後編一部
1811 文化08 和刻東醫寶鑑一部
1837 天保08 申三番船 和版訂正東醫寶鑑18）壹部二十五本
1823 文政06 午四番船 史記評林19）一部
1824 文政07 未七番船 史記評林一部
1794 寛政06 丑六番船 和板七經孟子考文補遺20）一部
1825 文政08 酉四番船 和版七經孟子考文補遺一部
1809 文化06 和版春秋集註21）一部
1809 文化06 和版春秋集註一部
1809 文化06 和版書經古註音義一部
1809 文化06 和版書經集註22）一部
1809 文化06 和版大学解一部
1809 文化06 和版大学章句新疏一部
1809 文化06 和版孟子一部
1809 文化06 和版趙註孟子一部
1809 文化06 和版禮記古註一部
1809 文化06 和版禮記集註一部
1809 文化06 和版論語一部
1823 文政06 午四番船 論語集解三部
1809 文化06 和版論語註疏一部
1825 文政08 酉四番船 論語徴一部
1809 文化06 和版論語徴正文一部
　これらの書籍は日本で作成された書籍も若干含まれるが、日本の木版で覆刻された漢籍、例えば『史
記評林』等が大多数を占めていることは明らかであろう。
17） 『易經集註』は寛文三年（康煕二、1663）刊のものか（『改訂内閣文庫漢籍分類目録』内閣文庫、1971年 3 月、2頁）。
18） 『訂正東醫寶鑑』は朝鮮・許浚撰、25冊本、享保九年（雍正二、1724）刊のものか（『改訂内閣文庫漢籍分類目録』
232頁）。
19） 明・凌稚隆編、李光縉補『史記評林』百三十巻、首二巻の和刻は、寛永十三年（明・崇禎九、1636）刊、寛文十二（康
煕十一、1672）、同重印延宝二（康煕十三、1674）、天明六年（乾隆五十一、1786）覆印本などが知られる（『改訂
内閣文庫漢籍分類目録』58頁）。
20） 山井鼎撰、荻生観補遺『七經孟子考文補遺』三十二冊本は、享保十六年（雍正九、1731）が知られる（『改訂内閣
文庫漢籍分類目録』604頁）。
21） 宋・胡安國『春秋集註』三十七巻の和刻としては、寛文三印のものが知られる（『改訂内閣文庫漢籍分類目録』21頁）。
22） 『五經集註』として「周易傳義」二十四卷、「書經集註」十卷、「詩經集註」十五卷、「禮記集説」三十卷、「春秋集傳」
三十七卷が収録される58册本は享保九年（雍正二、1726）印本がある（『改訂内閣文庫漢籍分類目録』26頁）。
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　寛政六年（1794）から天保八年（1837）までの間に中国商船が長崎から帰帆する際に持ち帰った書籍
の中で、同一書籍で二部以上のもので数量が多いのは、なんと言っても和刻『佚存叢書』であろう。
　『佚存叢書』は、林衡編により低政十一年（1799）より文化七年（1810）にかけて木活により60册で
出版された。 以下の書籍が収められ日本で出版されたのであった。
第 1帙 第 1 册 　　　「古文孝經」一卷 漢 孔安國 傳 
第 1 帙 第 2 ～ 6 册 　「五行大義」五卷 隋 蕭吉 
第 1 帙 第 7 、 8 册 　「臣軌」二卷 唐 武后 
第 1 帙 第 9 册 　　　「樂書要錄」存三卷（五-七） 
第 1 帙 第10册 　　　「兩京新記」存一卷（三） 唐 韋述 「李嶠雜詠」二卷 唐 李嶠 
第 2 帙 第11．12册 　「文館詞林」存四卷 唐 許敬宗 
第 2 帙 第13册 　　　「文公朱先生感興詩」一卷 宋 蔡模 
第 2 帙 第14～19册 　「周易傳」（泰軒易傳）六卷 宋 李中正 
第 2 帙 第20册 　　　「左氏蒙求」一卷 元 吳化龍 
第 3 帙 第21～25册 　「唐才子傳」十卷 元 辛文房 
第 3 帙 第26～30册 　「王翰林集註黃帝八十一難經」五卷 盧國 秦越人 
第 4 帙 第31～33册 　「蒙求」三卷 唐 李瀚 注 
第 4 帙 第34～40册 　「崔舍人玉堂類藁」二十卷 
　　　　　　　　  　「崔舍人西垣類藁」二卷 附一卷 宋 崔敦 詩 
第 5 帙 第41～50册 　「周易新講義」十卷 宋 龔原 
第 6 帙第 51～60册 　「景文宋公集」一百五十卷 宋 宋祁23）
とあるように、享和元年（1801）の時は、『佚存叢書』の全てが刊行されていなかったが、文政八年以
降の輸出は、『佚存叢書』が全冊揃ったものであったと思われる。
　『群書治要』五十卷は、唐の魏徵等による奉敕輯であるが、德川家康、秀忠によって元和二年（明・
萬暦四十四、1616）に銅活字印本（47册）として刊行されたが、駿河版 『群書治要』とされるものであ
る。同書はもともと卷第四、第十三、第二十の三巻を欠いている。その後、天明七年（乾隆五十二、
1787）に尾張藩の明倫堂から「元和中古活字印本重刊」（47册）として刊行された24）。長崎から中国へも
たらされたものは、いずれも尾張藩が刊行した『群書治要』であったと思われる。
　この書籍には日本で作成された書籍も若干あるが、日本で木版された漢籍が大多数を占めていること
は明らかであろう。　
23） 『改訂内閣文庫漢籍分類目録』内閣文庫、1971年 3 月、583頁。
24） 『改訂内閣文庫漢籍分類目録』277頁。
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　二　『知不足齋叢書』に収められた日本刻書
1 ） 『知不足齋叢書』所収の日本刻書
　『知不足齋叢書』の総目によると、その所収の原書の中に日本で出版された次の書籍が掲げられてい
る。
第一集　　　古文孝經孔傳一巻　日本享保壬子刊本○中土久佚
第七集　　　論語義疏十巻　　　梁皇侃撰　日本刻本　中土久佚
第二十一集　孝經鄭註一巻　　　日本刊本　中土久佚　附洪頣煊補正
第二十六集　五行大義五巻　　　隋蕭吉撰　日本佚存叢書本　中土久佚
第三十集　　全唐詩逸三巻　　　日本河世䭺撰
　『知不足齋叢書』に日本の和刻が収められる切っ掛けは、長崎へ貿易のために趣いた汪竹里こと汪鵬
がいたことである。その汪鵬は浙江巡撫を務めた王亶望と極めて関係が深かった。その王亶望は、『清
史稿』卷三百三十九、列傳一百二十六、王亶望傳に、
［乾隆］四十六年、……會河州回蘇四十三為亂、勒爾謹師屢敗、亦被逮。大學士阿桂出視師、未即至、
命尚書和䚩先焉、和䚩疏言入境即遇雨、阿桂報師行亦屢言雨。上因疑甘肅頻歲報旱不實、諭阿桂及
總督李侍堯令具實以聞。阿桂、侍堯疏發亶望等令監糧改輸銀及虛銷賑粟自私諸狀、上怒甚、遣侍郎
楊魁如浙江會巡撫陳輝祖召亶望嚴鞫、籍其家、得金銀逾百萬。25）
とあるように、甘粛で発生した反乱の際に、甘粛巡撫であった王亶望の乾隆帝への報告が疑われ、彼の
浙江巡撫時代の蓄財の実態が暴かれ、王亶望の家財を没収すると百万両を越えたとされる。その彼の官
憲が没収した家財の中に書籍も含まれていた。「抄原任浙江巡撫王亶望留浙什物估邊清冊」26）には、
二十一史貳拾套　計壹百陸拾肆本　　估銀拾陸兩肆錢
二十一史拾玖套　計壹百伍拾玖本　　估銀拾伍兩玖錢
二十一史貳拾壹套　計壹百䕳拾䕳本　估銀拾䕳兩䕳錢
知不足齊叢書壹部肆套　計参拾貳本　估銀貳兩27）
　……
論語集解義疏肆部肆套　　　　　　　估銀貳兩貳錢28）
　……
知不足齊叢書貳套　計貳拾肆本　　　估銀参兩29）
と見え、汪鵬が日本から採取してきた「論語集解義疏」や、それを収録した鮑氏の『知不足齋叢書』を
所蔵していた証拠が見られる。
　劉錦藻撰『續文獻通考』卷二百七十、經籍考十四、子雜家において、
25） 『清史稿』第36冊、中華書局、1977年 2 月、11074～11075頁。
26） 中国第一歴史䈕案館編『乾隆朝懲辦貪汚䈕案撰編』第二冊、中華書局、1994年 8 月、1924～1935頁。
27） 『乾隆朝懲辦貪汚檔案撰編』第二冊、1932～1933頁。
28） 『乾隆朝懲辦貪汚檔案撰編』第二冊、1933頁。
29） 『乾隆朝懲辦貪汚檔案撰編』第二冊、1934頁。
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知不足齋叢書三十集、一百九十八種、七百六十五卷、鮑廷博編廷博見史部目録類經籍
……臣謹案、廷博父由歙遷武林、顏其所居曰知不足齋、而廷博能讀父書、並以流傳古書為己任。時
則浙東西藏書家、如趙氏小山堂・盧氏抱經堂・汪氏振綺堂・呉氏拜經樓、互相借鈔、依據善本、其
校勘之精、超出陶九成・商濬・屠隆・呉琯之上、恭遇我朝開四庫全書館、廷博獻書六百餘種、高宗
親灑宸翰、題所進參寥子唐闕史、及宋仁宗武經總要二書、御製詩以寵之……
とあり、『知不足齋叢書』三十集、一百九十八種、七百六十五卷が鮑廷博等の盡力で刊行されたことを
記している。
2 ）『知不足齋叢書』に収められた日本刻書の清朝学界への反響
①　古文孝經孔傳一巻　　日本享保壬子刊本　中土久佚
　日本の翻刻になる「古文孝經孔傳」に関しての評価について、諸書に見られる。それらを掲げてみた
い。
　孫志祖撰の『讀書䟹録』卷二に「論語義疏」には、
皇侃論語義疏十卷、當南宋時已佚、故朱子亦未之見、近始與古文孝經孔傳、竝得之日本國中、嘗取
二書、衡量之、則孔傳贋、而皇疏似真也。
とあり、「皇侃論語義疏」が中国で失われ、これが「古文孝經孔傳」と共に日本より得られたとしている。
しかし「古文孝經孔傳」は偽書で、「皇侃論語義疏」は本物との認識であった。
　孫志祖『讀書䟹録』巻二、「鄭注孝經」において、
後漢書、鄭康成傳敘、康成撰述有孝經注、……近人所刻古文孝經孔傳、謂得之日本國者尤、不足信。
……
とあり、「古文孝經孔傳」は信ずるに足らざる書籍であると見ていた。
　吳騫撰『尖陽叢筆』卷二では、
頃歲、有商于日本者、得古文孝經孔傳、凡為章二十有二、經文千八百六十一字、乃日本所刊、有信
陽太宰純音訓、此書自唐末五代之逸失、傳宋雍熙初、日本僧奝然、以鄭注今文孝經十八章來獻、獨
不及孔傳之二十二章。……
とあり、最近日本から「古文孝經孔傳」がもたらされ、それが日本の太宰純によって音訓を附されたも
のであること、散逸の経緯を述べる。
　吳振䯾撰『養吉齋餘録』卷七においては、
古文孝經孔傳亡於梁、續出於隋、唐儒辨争、遂至淪棄、著述家罕有及者、其書蓋久佚矣。嘉慶間、
杭人汪翼滄、貿易日本之長崎䒭、得此本以歸。書中義字作誼、未經明皇敕改、尤爲古本之徵、已刊
入鮑氏叢書、原本刊於其國之東都、紫芝園太宰純序、後有一印字、曰德夫、末稱享保壬子、中國康
熙十一年也。翼滄撰日本碎語、亦曰袖海編、記䛕域山川物產甚備。
とあり、「古文孝經孔傳」が梁の時代に散逸するが、隋・唐の時代に見られたものの不明となり、嘉慶
年間に杭州の汪翼滄によって、日本の長崎から持ち帰られた経緯を述べるが、「古文孝經孔傳」そのも
のには、疑問箇所が見られることを指摘する。
　盛大士撰『藴䇤閣文集』卷二、「孝經徵文序」においては、
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……又以古文孝經孔傳一卷、近世所得自日本國者、亦非安國原本、安國作傳、漢人不言、獨家語言
之、家語王肅僞譔、此孝經注、有與家語暗合、隋經籍志、王肅孝經解、久佚不傳、今畧見宋邢䇲疏
中、……
沈西雍云、日本國所傳古文孝經孔注、實係贋本、余持此論久矣。且與諸傳注所引、多不相合、似尚
非子雍僞譔之本、近日又有孝經鄭注一書、亦來自倭島、其注上帝曰天之䫲名、則與鄭注他經天爲昊
天上帝、帝爲五帝、顯相違戾、其爲僞書無疑。丁君之書、雖未槪見、觀此序則其於古書眞僞・疑似
之際、判若淄䈵、海外估舶、作僞欺人、學士大夫、往往爲其所惑、余將辭而闢之、願二君助我張目
也
とあり、「古文孝經孔傳」一卷が日本國より入手できたが、これは孔安國の作成した原本ではなく、安
國が作成した「傳」即ち注釈であるとの意見である。さらに沈西雍の意見も引用して日本國で伝えられ
た「古文孝經孔注」は贋作であると明言している。
　孫志祖撰『家語疏證』卷五、七十二弟子解、第三十八には、
案近刻日本國古文孝經孔傳亦僞書也。首章傳云、仲尼之足伯尼、卽剽竊家語爲之、其文穴猥、蓋彼
國人所僞造、又出王肅下矣
とある。日本で翻刻された「古文孝經孔傳」は偽書であり、一部の字句は日本人が偽造したものである
との意見であった。
　丁仁撰『八千卷樓書目』卷三部、「孝經本義一卷國朝姜兆錫撰刊本」には、
古文孝經孔傳標註一卷、日本山世璠撰、日本刊本
と、「古文孝經孔傳標註」一巻が、日本で刊行された書籍として記している。
②論語義疏十巻　梁皇侃撰　　日本刻本　中土久佚
　日本の翻刻になる「論語義疏」について永䉑撰『四庫全書總目』卷十三、經部十三、書類存目一、古
書世學六卷兩淮鹽政採進本によれば、
……朝鮮今爲外藩、其書不異於中國、絶無箕子本之説。日本所刻七經孟子考文、其書爲中國所佚者、
惟孔安國孝經傳・皇侃論語義疏、而孝經傳、山井鼎等又自言其僞、至其尚書、則一一與中國注疏本
同、不過字句偶異耳。然則朝鮮本・倭國本者、何自來哉。是又不待證以篇章字句、而後知其妄也。
とある。朝鮮に伝えられた書籍は、朝鮮国が中国の外藩であるとして信用度が高かった。しかし、日本
で翻刻された「七經孟子考文」には中国で散逸した書籍が収録されたが、孝經傳については偽書の疑い
をもたれた。さらにこれらの書籍が何故、朝鮮や日本へ伝わったのかの問題や、また字句の問題への疑
問の解決を期待された。
　王鳴盛撰『十七史商榷』卷九十二、新舊唐書二十四、「日本尚文」によれば、『舊唐書』日本傳や、鄭
若曾の『籌海圖編』などから日本との交流に於ける書籍の伝搬に関して述べて、　　
近日、從彼土（日本）傳入中國者、有孔安國古文孝經傳、皇侃論語義疏、皆中國所無、而彼土又有
王段吉備諸氏、所得唐宋古本五經、及論語・孝經・孟子正義、有山井鼎爲作考文、以訂近本之譌。
又有物觀等爲作補遺。然則日本尚文、勝於他國、奝然所獻、因趙宋人不好古、仍致亡佚、而永叔之
言非無因、葉春及亦未必癡證、以新舊唐書諸條、知日本文學自唐已然至今不改。
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とあり、日本から伝わった孔安國の古文孝經傳や皇侃論語義疏などは、既に中国で散逸したことを述べ、
それらの書籍の中には、日本から遣唐使として派遣された吉備真備等が持ち帰った書籍が日本に残され
たことを論述している。
　繆荃孫撰『藝風堂文續集』外集にも、
宋咸平中、日本僧奝然、獻鄭康成所注孝經、乃中國所亡失者、是歴史中、知日本藏書之始、……乾
隆中葉、山井鼎七經考文、魏鄭公羣書治要、稍稍流傳。汪翼滄得梁皇侃論語義疏十卷於足利學、浙
撫王亶望刻之、後歸鮑氏初印本、卷一銜名三行、首魏何晏集解、次梁皇侃義疏、三行王亶望校刊。
王伏法後、板歸知不足齋、改三行爲二行、……
とあり、入宋した日本僧奝然が中国で散逸した書籍を宋代の中国へもたらしたが、その後は乾隆中葉に
汪翼滄即ち汪鵬が日本から持ち帰り、浙江巡撫王亶望が翻刻し、さらに鮑氏の『知不足齋叢書』に収録
されたことを述べ、校訂について議論している。
　錢儀吉撰『䵂石齋記事䖯』卷八、「山西廣靈知縣名宦朱君事狀」によれば、朱休度の経歴を述べた中に、
君諱休度、字介裴、號梓廬、又號小木子。朱氏自吳江徙秀水者、名煜。六世至武英殿大學士文恪公
國祚、及其兄子刑部侍郞贈尙書大啟、事皆具明史。君則尙書之六世孫也。……乾隆己亥、始獲皇氏
侃論語義疏於海舶、君因著皇本論語經疏考異、君說經不欲自立一說、集漢唐以來諸儒之言、而疏通
之、至近世窮經家、亦多所采取云。……
とあるように、朱休度は乾隆己亥（四十四、安永八、1779）に中国へ貿易船で持ち帰られた「皇氏侃論
語義疏」に対して「皇本論語經疏考異」を著したとしている。
　李元度輯『國朝先正事略』巻五十三、「朱梓廬明府事略」
朱君休度、字介裴、號梓廬、浙江秀水人、乾隆十八年、舉人、授山西廣靈知縣。初涖任、値大荒疫
民流亡過半、前任虧官銀數千、君安撫招徠、補其耗久、乃復其故丁糧、歸地善政也。……著有學海
觀漚錄、皇本論語經疏考異、小木子詩集等書
とあるように、朱休度は浙江省秀水の人で、山西省の廣靈の知縣をした際に善政を行ったとされる。彼
の著作に「皇本論語經疏考異」があったようである。かれも汪鵬が日本から持ち帰った「論語集解義疏」
に浙江巡撫王亶望の要請で校訂を行っている30）。
　阮元輯『兩浙輶軒録』卷三十四においても、
　　汪鵬字翼蒼、號竹里山人、錢塘人、著袖海編
朱文藻跋袖海編、畧曰、吾友汪翁、著袖海編一卷、翁工詩善畫、客遊日本、垂二十年、歳一往還、
未嘗輟此卷、則其初遊時所作、彼中風土大畧已具、翁䛔心經籍、嘗講得孔安國孝經傳・皇侃論語義
疏・山井鼎七經孟子考文、先後上之四庫館、鈔入全書、而孔傳皇疏、刻入鮑氏知不足齋叢書、考文
則閣學院公刻以流布、葢翁之爲功、於藝林者鉅矣。
として、阮元は汪鵬が日本から持ち帰った書籍の数々に対する高い評価を与えると共に、汪鵬の功績を
称えた。
　吳騫撰『愚谷文存』卷一、「皇氏論語義疏參訂序」には、
30） 松浦章『江戸時代唐船による日中文化交流』思文閣出版、2007年 7 月210、212頁。
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梁皇侃論語義疏十卷、見於隋唐各志、及陸元朗經典序錄、蓋唐世尢重之、自宋邢䇲等爲正義、後遂
隱而弗彰、迄今數百年、幾疑已絶于世。前歲武林汪君航海至日本、得其本以歸、予友鮑君以文、亟
爲開梓、以廣其傳、數百年湮晦之書、一旦可使家學、而人習之、謂非治經者一大幸與。既汪君復從
日本、得七經孟子考文補遺一書、疑即服元喬義疏敘中所稱、神君彝與根伯脩在足利學同校讐之本也。
予觀其中論語、知彼國皇疏、亦有數本、䯱汪君所獲者、將其新䌐之定本、與七經孟子考異補遺、卷
帙既繁、未有踵鮑君而授梓者。暇日因取以校勘皇疏之同異、……
とあり、梁皇侃論語義疏十卷が隋唐時代には知られていたが、宋代には既に散逸してしまっていた。と
ころが武林汪君即ち汪鵬によって日本から持ち帰られ、鮑以文によってとあるように『知不足齋叢書』
に収められ、広く知られるようになったとしている。
　張鑒撰『冬青館集』乙集卷四、文四、記、夢好樓記においては、
……皇侃論語義疏、七經孟子考文之足貴不大、
とあり、皇侃論語義疏に対する評価は高くはなかった。
　韋謙恒撰『傳經堂詩鈔』卷十、庚子至癸卯、「再題醉經堂」において、
……以搜求遺書、遂從日本國海舶、購得七經孟子考文補遺・孔安國孝經傳・皇侃論語義疏等書、四
庫蕩蕩……
とある。散逸した書籍が日本から貿易船によって持ち帰られ、四庫全書の編纂に影響を与えたことを指
摘している。
③孝經鄭註一巻　　日本刊本、中土久佚　附洪頣煊補正
　日本の翻刻になる「孝經鄭註」については、繆筌孫撰『雲自在龕隨筆』卷三、書籍に、
集孝經鄭注二卷、古文孝經疏證二卷、籍日本新出孔傳之偽
とあり、「孝經鄭註」が日本で見つかったことを指摘する。喬松年撰『蘿䢃亭札記』卷二には、「日本孝
經、殆不足信」と、日本翻刻の「孝經鄭註」は信用することが出来ないとしている。
　孫志祖撰『讀書䟹録續編』卷二、孝經孔傳において、
近刻日本國孝經孔傳、詞意繁複、不類西漢傳注、文字較之魏晉閒人所作書傳體製更爲卑下、葢彼國
人僞撰以欺世、并非唐人所見之本也。前有太宰純敍云、明皇御注之文、邢䇲以爲依孔傳者畢有特
一二字不同、……
とあり、日本からもたらされた「孝經鄭註」は、前漢時代の著述では無く、記述の形態から見て魏晋の
時代に作成されたものよりも劣るのではなかとの見方であった。
　姚振宗撰『隋書經籍志考證』卷七、經部七、孝經類類中分類凡二には、
孫祠書目、孝經鄭注一卷、一陳鱣集本、一孔廣林集本。又一卷日本國傳本、洪頤煊補證、鮑氏知不
足齋刊本。……
又按阮文逹孝經注疏校勘記序云、近日本國又撰鄭注一本、流入中國、此僞中之僞、尤不可據、侯氏
康補後漢藝文志、亦沿其説云。日本國僞本不足信、不知其本卽魏鄭公羣書治要所載猶是、……
とあり、日本において翻刻された「孝經鄭註」について、阮文逹の意見を掲げ、偽書ではない方との見
方をしている。
江戸時代唐船が中国へ持ち帰った日本書籍（松浦）
377
　盛大士撰『藴䇤閣文集』卷二、孝經徵文序には、
沈西雍云、日本國所傳古文孝經孔注、實係贋本。余持此論久矣。且與諸傳注所引多不相合、似尚非
子雍僞譔之本、近日又有孝經鄭注一書、亦來自倭島、……其爲僞書無疑。
とあり、既に①で触れたように、日本からの「孝經鄭注」は偽書とした沈西雍の意見を掲げている。
　孫詒讓撰『籀吁述林』卷六、「日本刊孝經鄭注跋」では、
右孝經鄭注一册、日本低政六年刊本、低政為彼國孝格天皇紀元六年甲寅、當中士乾隆五十八年、册
末有岡田伾之跋、云羣書治要所載經文不全者、據注疏本補之。今檢治要卷九孝經下所載注勘之悉同、
其治要所未引者、此本皆有、經無注、則伾之依注疏本補䴘之者、于注文固無所霑益也。治要所鈔諸
經、其注皆不箸撰人、疑即魏鄭公䗗捪舊注為之、如周易多取王注、尚書多取僞孔傳、左傳多取杜氏
集解是也。……
とあり、「孝經鄭注」の經文の不完全さを指摘する。
　鄭珍撰『鄭學録』卷三、書目、「孝經注」において、
……乾隆間、日本人岡田以所刻孝經鄭注、由海舶傳入中國、言是其國羣書治要所載、鮑廷博因刻之
叢書中、以校前籍、所引即明見釋文邢疏者、亦多遺漏、知岡田見其國太宰純前以僞古文孔氏傳附至、
頗為中國所䆑、因以薄殖、作僞欲炫異希名耳。……
とあり、「孝經鄭注」の日本での翻刻の事情と、中国へもたらされ鮑氏の『知不足齋叢書』に収録され
た経緯を述べ、テキストの信憑性を述べる。
　孫星衍撰『平津館鑒藏書籍記』卷三、舊影寫本、外藩本には、
孝經一卷、日本刻本、分經一章、傳十四章、前有從一位政家、大相國冬良、關白尙通、內大臣尙基、
權大納言親長、正二位爲富、正二位敎秀權、大納宣宣允、三議基富、右中辨宣秀、前大僧正良法
十一人草書題字、末有寶永三年大頭藤信篤孝經跋、寶永三年、當康熙四十五年。每幅八行、行十二
字、麵葉籖題天下至寶萬世不易人倫孝道經孝經鄭注一卷。影寫本前有序文、題癸丑之秋尾張岡田伾
之撰。末有跋云、右今文孝經鄭注一卷、羣書治要所載也、其經文不全者、據注疏本補之、以便讀者、
寛政癸丑之秋、尾張岡田伾之職、書林片野東四郞梓。別葉有寛政六年寅正月、書林題字。又書目三
種。寛政六年、當乾隆五十九年、孝經鄭注久亡彼國、此本以經典釋文、并諸書所引、較之尙多殘脫。
とあり、「孝經鄭注」に日本での翻刻の経緯を詳細に述べるとともに、經文の不正確を指摘している。
　周中孚撰『鄭堂讀書記』卷一、經部一、孝經類では、
　　古文孝經孔氏傳一卷、附宋本古文孝經一卷、知不足齋叢書本
舊題漢孔安國傳、國朝日本太宰純音。安國字子國、孔子十二代孫、武帝時爲博士、官臨淮太守。純、
字德夫、信陽人。四庫全書著錄。……
孝經鄭注下、亦稱五代以來、孔鄭注皆亡焉。則併劉氏僞孔傳已佚之、故朱氏經義考注曰佚也。是本
前有僞孔安國序、及日本享保辛亥太宰純序、乃康熙十一年也。又有乾隆丙申、盧文弨・吳騫・鄭辰
新刊三序、後有鮑廷博跋。葢鮑之友人汪翼滄、市易日本、得之攜歸、舉以贈鮑、因悉仍原書付刊。
今以日本所刊七經孟子考文證之、彼國亦以是書爲僞本、好奇者誤信之也。其經文亦分二十二章、較
司馬氏指解本增多五十字、中間尚多字句、不同之處、而離句爲傳、葢又僞孔之重舊、當屬好事者、
……
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とあり、「孝經鄭注」は中国では五代以来散逸していたが、鮑廷博の友人である汪翼滄即ち汪鵬が日本
より持ち帰り、鮑廷博の盡力によって刊行されたとするが、テキストに関する問題があることを指摘し
ている。
　周中孚撰『鄭堂讀書記』卷一、經部一、孝經類によれば、
孝經鄭注補證一卷、知不足齋叢書本
國朝洪頤煊撰。頤煊字旌賢、號筠軒、臨海人、乾隆辛酉拔貢生、官廣東候補直隷州州判。是書取日
本孝經鄭注、與釋文正義諸書所引鄭注同者、爲之證明、其出處、其未有出處者、則存而不論。或有
釋文正義諸書所引、而日本反略之者亦爲考其有無、補所未備、并據釋文增入音義。故曰補證。自有
此補、豈止可以見日本之有根據、并可以見日本之多漏略、葢羣書治要所載諸書、原非足本也
とあるように、『知不足齋叢書』に収録された「孝經鄭注」をもとに、臨海の人である洪頤煊が「補證」
を作成した。
④五行大義五巻　　隋蕭吉撰　日本佚存叢書本　中土久佚
　日本において翻刻された「五行大義」については、洪亮吉撰『曉讀書齋雜録』四錄卷下に、
隋蕭吉五行大義五卷、葢作于大業、唐宋藝文志、及藏書家、皆不著錄。近日本國人刻佚存叢書、始
見之、歸安許主事宗彥、復校刊行世、今䖁隋書吉傳、在藝術中、觀其開皇中、所對隋文帝之言、及
仁壽二年、爲獨孤皇后擇葬地、類皆借陰陽術數、以貢其諛、去京房・李尋之徒遠矣。其所徵引、爲
他書所無者、亦僅十之一二。
とあり、隋の蕭吉が著した「五行大義」は大業年間（605～616年）に作成されたが、新旧唐書や宋史の
藝文志には著録されず、日本からもたらされた佚存叢書によって始めて見ることが出来たとしている。
そして浙江省の歸安の人である許宗彦がそれを覆刻して世に問うたとある。
　王昶輯『湖海文傳』卷二十八序、「五行大義序、許宗彥」においても
五行大義五卷、隋蕭吉撰、吉傳載吉著述、無此書、隋唐志均未著錄。近日本國人刻佚存叢書、此書
在焉、用活字印行、多誤舛宗彥、校其可知者、改定數十字、餘存其舊、俟知者而別梓之。……
とあり、隋の蕭吉によって著された「五行大義」は、隋代、唐代の經籍志にも著録されていなかったが、
最近日本からもたらされた「佚存叢書」によって、その存在が再確認されたが、このテキストには印字
には誤りが多く、許宗彦が校訂をおこなったことを述べる。
　許宗彦撰『鑒止水齋集』卷十一序跋書後、「五行大義序」におて、
唐志、蕭吉五行記五卷、宋志、蕭吉五行大義五卷、藏書家均未著錄。近日本國人刻佚存叢書、此書
在焉、用活字印行、多誤舛宗彦、校其可知者、改定數十字、餘仍其舊、俟知者而䫲梓之。……嘉慶
九年三月許宗彦敘錄
とあり、許宗彦自ら日本からもたらされた「佚存叢書」によって、「五行大義」の存在を確認し、テキ
ストに印字の誤りを正したとする。それは嘉慶九年（文化元、1804）三月のことであった。この期日の
通りであるとすると、表 1において指摘したように、享和元年（嘉慶六、1801）の酉一番、二番船によ
って中国へ持ち帰られた「佚存叢書前編・後編合八部手本」の一部が直ちに、反響したことになる。
　「五行大義」に強い関心を持った許宗彦であるが、『清史列傳』巻六十九、許宗彦傳には、彼は浙江省
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湖州府徳清縣の人で、「宗彦九歳、能讀經史、善属文」とあるように、九歳で既に経書などに通じてい
た人物である。また彼は「生平寡嗜好、惟喜購異書、不惜重値」（『國朝先正事略』巻四十四、「許周生
先生事略」）とされるように、異書の購入には重價を惜しまなかった人物でもあった。
　その許宗生が、日本から輸入された「五行大義」に対して並々ならぬ関心を持ったのであった。
　張之洞撰『書目答問』子部、術數第八、舉其雅馴合理者には、
　　五行大義五卷、隋蕭吉、佚存叢書本、知不足齋本
とあり、「五行大義」が佚存叢書本、知不足齋本と、日本からの清代帆船によって持ち帰られたものに
よって、その存在を知ったことがわかる。
　周中孚撰『鄭堂讀書記』卷四十七、子部七之下、術數類二、「五行大義五卷佚存叢書本、阮氏有稱隋
志新唐志均未著錄」には、
隋蕭吉撰、吉字文休、梁武帝從孫、仕周爲儀同。入隋、逸上儀同、終太府少卿、加位開府。新舊唐
志、宋志俱著錄、二唐志俱止作五行記。隋書藝術傳、及志皆不載。蓋此書在唐初尚未行於世、故失
載。……元明以來久無傳本、而日本國有其書、天瀑刊入叢書、并爲之跋、近德清許周生宗彥、旣重
刊之、鮑啲飲惜其傳之不廣、又復梓入知不足齋叢書、以公同好云。
とあり、元朝、明朝以来その存在が知られていなかったが、日本の翻刻から知られたとしている。
⑤全唐詩逸三巻　　日本河世寗撰
　『知不足齋叢書』に収録された「全唐詩逸」についての反響は、兪正燮撰『癸巳類稿』卷七、「乃渹還
音義」に見える。
乃渹即寧馨爾馨如馨、馬永懶真子謂馨音亨是也。日本全唐詩逸游仙窟詩云、婀娜腰支細細許、賺［目
舌］眼子長長馨、是唐時亦讀馨同亨、張漢雲谷雑記、不明語言之致、反謂馬好奇、而呉曾改齋漫録
至云児豈馨香者、……
とあるように、日本からもたらされた全唐詩逸游仙窟詩に見る字句についての考察に参考にしている。
　李慈銘撰『越縵堂詩話』卷上においても、
點閲日本人河世甯所輯全唐詩逸、其中佳句甚夥、第三卷所載亡名氏海陽泉等五古十三首、云得之藤
原佐理真蹟中者、其風格高逸、極似次山文房諸家、決非宋以後人所能為也。十五册、八十五頁、同
治十年十二月二十四日。
とあり、日本から舶載された「全唐詩逸」についての関心のほどが知られる。
　孫星衍輯『續古文苑』卷四詩、賜新羅王、唐明皇
東國通鑑新羅紀、唐天寳十五年、遣使朝帝于蜀、帝親製十韻詩手札、賜王曰、嘉。新羅王歳脩朝貢、
克踐禮樂名義、賜詩一首。其詩曰、四維分景緯、萬象含中樞、玉帛遍天下、梯杭歸上都、緬懷阻靑
陸、歳月勒黄圖、漫漫窮地際、蒼蒼連海隅、興言名義國、豈謂山河殊、使去傳風教、人來習典謨、
衣冠知奉禮、忠信識尊儒、誠矣天其鑒、賢哉德不孤、擁旄同作牧、厚䵳比生蒭、益重靑靑志、風霜
恒不渝。右詩見日本上毛河丗寧所輯全唐詩逸、其書分上中下三冊、長塘鮑氏廷博為之刋行、今不更
采、而此引東國通鑒、中土尠傳、故特存之。
とあり、唐朝と新羅に関係する詩が、全唐詩逸に見えることを指摘している。
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　丁仁撰『八千卷樓書目』卷十九、集部總集類においては、
　　全唐詩逸三卷、日本上毛河四寧編、知不足齋本
とあり、全唐詩逸が日本の刻書に基づいて『知不足齋叢書』に収録されているとしている。
　兪樾撰『茶香室四鈔』卷十三、「遊仙窟詩」に、
日本人上毛河子靜全唐詩逸載游仙窟詩、注云、舊載詩七十八首、猥褻䰯靡、幾乎傷雅、今録一十七
首、其詩有張文成贈崔十孃詩、崔十孃答文成詩、又有詠崔五嫂詩崔五嫂別文成詩、又有香兒送張郎
詩、不知張文成為何許人、與崔氏婦女狎遊倡和竟成一集、元人西廂記、至今盛傳、不知唐時又有此
崔張故事也。余又疑元人、因元微之事、作西廂記、駕名崔張、正因此事而起耳。
とあり、日本で翻刻され中国へもたらされた「全唐詩逸」の出現によって、著名な元の「西廂記」に関
する問題にまで波及する疑問が投げかけられた。
おわりに
　上述のように、江戸時代の長崎に来航していた清代帆船によって持ち帰られた書籍は日本で翻刻され
たものであった。これらの書籍の多くは中国で散逸した書籍であったことから、当時の清朝知識人達が
極めて強い関心を示していたことがわかる。その一人許宗彦の場合を例にこの問題を考えたい。許宗彦
は、九歳で既に經書に精通し、彼の郷里浙江省湖州府徳清縣は、中国側の対日貿易の拠点があった浙江
省嘉興府平湖縣乍浦にも比較的近い立地にあった。その許宗彦が異書の購入には重價を惜しまなかった
人物であったが故に、長崎から持ち帰られた「佚存叢書」の購入に積極的であったと思われる。そして
「五行大義」の存在を知り、そのテキストを校訂したのである。それが嘉慶九年（文化元、1804）三月
のことであったから、享和元年（嘉慶六、1801）に長崎から帰帆した酉一番、二番船によって持ち帰ら
れた「佚存叢書前編・後編合八部手本」の一部が、直ちに許宗彦の関心を引いたと思われる。貿易の時
間や、校訂に要した時間を鑑みても極めて早い反響であったと言えるであろう。
　海を越え国境を越えた文化交流の形態がどのように行われていたかを解明するための一試論として、
日本から清代帆船によって中国へもたらされた佚書を収録した『知不足齋叢書』に関して清朝学術界に
どのような反応を巻き起こしたかについて述べた。
　上記のように清代の対日貿易による交流は、単に経済的、物質的な面での交流のみならず、上述した
ような学術的、文化的な看過出来ない側面も含まれているのである。
［付記］
　本稿は、2008年12月17-19日に復旦大学歴史地理研究中心主催の〈跨越空間的文化―16-19世紀中西文
化相遇與調適学術研討会〉において報告した原稿に基づいたものである。
